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勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業⑤

勝
浦
町
・
上
勝
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス

利
用
申
込
の
締
め
切
り
は
12
月
31
日
ま
で
！

十
二
月
の
住
民
説
明
会
日
程

・
久
国
地
区

四
日

午
後
七
時
～
久
国
集
会
所

・
与
川
内
地
区

五
日

午
後
七
時
～
与
川
内
集
会
所

・
横
瀬
地
区

十
日

午
後
七
時
三
十
分
～
横
瀬
集
会
所

・
黒
岩
地
区

十
一
日

午
後
七
時
～
勝
浦
会
館

申
込
に
つ
い
て

①
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
捺
印
。

②
一
枚
目
の
お
客
様
控
え
を
切
り
離
し
保
管
。

③
二
枚
目
以
降
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て

ポ
ス
ト
へ
投
函(

切
手
不
要)

。

・
申
し
込
み
締
め
切
り

申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
平
成
十
七
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

・
来
年
度
以
降
の
加
入
に
つ
い
て

来
年
度
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
降

に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
光
電
変
換
装
置
一

式
の
費
用
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
説
明
会
時
に
配
布
し
ま
す
。
説
明

会
に
お
い
で
に
な
ら
な
か
っ
た
方
に
は
、
後
日

送
付
し
ま
す
。

事
業
所
向
け
説
明
会
に
つ
い
て

事
業
所
向
け
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
日

程
等
が
決
定
次
第
別
途
通
知
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
加
入
さ
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
が
見
え
な
く
な
る
？

平
成
二
十
三
年
七
月
か
ら
の
テ
レ
ビ
の

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴
い
、
各
家

庭
に
お
い
て
今
ま
で
ど
お
り
テ
レ
ビ
が
映

ら
な
い
事
態
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

現
在
の
テ
レ
ビ
の
電
波
の
種
類
が
変
わ
る

た
め
、
勝
浦
町
ま
で
電
波
が
届
き
に
く
く

な
る
か
ら
で
す
。

※
但
し
、
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴
い
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
内
蔵
テ
レ
ビ
等
必
要
な
機

器
に
つ
い
て
は
、
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

工
事
施
工
業
者
が
決
定

去
る
十
月
二
十
八
日
、「
勝
浦
町
・
上
勝

町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
工
事
」
に
か

か
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
、「
四
電
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

」
が
落
札
し
ま
し
た
。

今
後
の
光
フ
ァ
イ
バ
幹
線
工
事
は
、
同

社
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
二
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
幹
線
工
事
が
開
始
と
な
り
、

来
年
の
四
月
頃
か
ら
、
各
家
庭
へ
の
工
事

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

Ｑ
＆
Ａテ

レ
ビ
が
三
台
あ
る
の
で
す
が
チ
ャ

ン
ネ
ル
調
整
は
し
て
く
れ
る
の
で
す

か
。

原
則
と
し
て
テ
レ
ビ
一
台
の
基
本
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
調
整

し
ま
す
。
但
し
、
テ
レ
ビ
配
線
の
不
具
合
、

分
配
器
等
の
不
具
合
に
つ
い
て
は
今
回
工

事
の
対
象
外
で
す
。

※
二
台
目
以
降
の
調
整
は
千
円
～
二
千
円
程
度

（
一
台
あ
た
り
）。

宅
内
に
テ
レ
ビ
が
三
台
あ
る
が
、
月

額
利
用
料
金
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

宅
内
に
テ
レ
ビ
が
三
台
あ
っ
て
も
月

額
利
用
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宅
内
配
線
に
つ
い
て
、
配
線
箇
所
を

指
示
で
き
る
の
で
す
か
。

実
際
の
現
場
で
の
協
議
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
ア
ン
テ
ナ
と
か
の
設
備
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

加
入
時
の
費
用
に
は
、
撤
去
の
工
事

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
客
様
で

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
上
勝
町
と
連
携
で
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
十
一
月
十

七
日
か
ら
再
度
各
地
区
に
て
住
民

説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
説
明
会
で
は
、
説
明
資

料
の
ほ
か
申
込
書
を
配
布
し
、
申

込
方
法
や
契
約
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

本
事
業
で
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
住

民
の
皆
様
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト

四
国
㈱
と
契
約
を
結
び
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
代
わ
り
に
月

額
利
用
料
金
等
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
説
明
会
の
際
に
多
く
の

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ1Ａ1Ｑ2Ａ2Ｑ3Ａ3Ｑ4Ａ4
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３

電
話
機
、
Ｔ
Ｖ
等
現
在
の
も
の
が
使

え
な
く
な
り
ま
す
か
。
ま
た
買
い
換

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

電
話
機
に
つ
い
て
は
、
今
回
Ｉ
Ｐ
電

話
用
の
電
話
機
を
設
置
し
ま
す
の
で

Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。
既
存
の
電
話
機
に
つ
い
て
は
今

ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
に
つ

い
て
は
、
今
す
ぐ
に
買
い
換
え
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
時

（
二
〇
一
一
年
）
に
は
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵

テ
レ
ビ
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

今
回
の
整
備
で
既
存
テ
レ
ビ
一
台
は
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
の
料
金
に
つ
い
て
知
り
た

い
（
町
内
以
外
に
電
話
し
た
と
き
、

携
帯
等
へ
発
信
等
）
の
で
す
が
。

一
般
加
入
電
話
、
提
携
外
Ｉ
Ｓ
Ｐ(

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ)

の
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
は
八･

四
円
／
三
分
、

携
帯
電
話
へ
は
十
八･

六
四
円
／
一
分
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
へ
は
二
十
一
円
／
九
十
秒
で
す
。
提

携
Ｉ
Ｓ
Ｐ
へ
の
Ｉ
Ｐ
電
話
は
す
べ
て
無
料

で
す
。Ｉ

Ｐ
電
話
番
号
帳
は
作
成
し
て
も
ら

え
る
の
で
す
か
。

郡
内
の
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
を
作
成
す

る
予
定
で
す
。

加
入
時
の
料
金
は
い
つ
支
払
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
か
。

加
入
時
の
料
金
は
、
申
込
者
宅
の
工

事
が
完
了
し
た
翌
月
の
支
払
い
と
な

り
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
は
ク
オ
リ
ア
を
使
っ
て
い
ま
す
が

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

契
約
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
契
約
を
移
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て
も
、
現
在

の
も
の
と
同
じ
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ

メ
イ
ト
四
国
側
で
移
行
手
続
き
を
行
い
ま

す
の
で
、
申
込
書
の
メ
モ
欄
に

｢

ク
オ
リ

ア
使
用
中｣
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

機
器
が
故
障
し
た
と
き
修
理
代
金
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
か
つ
う
ら

七
月
、
八
月
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
２
）２
５
１
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
㈱

徳
島
支
店

（
０
１
２
０
）９
６
―
０
１
３
８
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～
三
十
日

に

か
け
て
、
火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒
期

間
で
す
。

期
間
中
午
後
八
時
に
緊
急
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
に
は
ご
注
意
を
！

落
ち
葉
な
ど
が
目
立
つ
こ
の
季
節
、

新
年
に
向
け
て
落
ち
葉
を
集
め
て
野
焼

き
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
空
気
が
乾
燥

し
、
燃
え
移
る
危
険
性

も
高
い
た
め
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

一
月
上
旬
か
ら
、
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機

の
設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

工
事
は
、
沖
電
気
工
業
㈱
四
国
支
社
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
戸

別
受
信
機
の
設
置
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
今
回

の
工
事
を
行
う
業
者
と
し
て
の
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

ま
た
、
事
前
に
各
家
庭
に
い
つ
訪
問
す
る
か

の
確
認
の
電
話
を
入
れ
、
日
程
を
決
め
て
か
ら

訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
工
事
業
者
か
ら
連
絡
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
対
応
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
際
に
設
置
す
る
戸
別
受
信
機

 

防
災
無
線
の
工
事
に
ご
協
力
を
！

～
戸
別
受
信
機
の
設
置
始
ま
る
～

火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒

～
火
の
用
心
～

十
二
月
二
十
六
日

▲



４

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

谷
尻
奈
菜
子

第
六
十
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
空
手
道
競

技
徳
島
県
代
表

勝
浦
町
青
年
会

第
五
十
四
回
全
国
青
年
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
徳
島
県
代
表

（
野

球
）

谷

本

明

弘

第
五
十
八
回
秋
季
四
国
地
区
高
校
野
球
大
会

徳
島
県
代
表

柏

原

功

卓

第
五
十
八
回
秋
季
四
国
地
区
高
校
野
球
大
会

徳
島
県
代
表

松

浦

佑

哉

第
五
十
八
回
秋
季
四
国
地
区
高
校
野
球
大
会

徳
島
県
代
表

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

中

村

真

弓

平
成
十
七
年
度
徳
島
県
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
優
秀
選
手
賞
受
賞

定

作

嘉

昭

平
成
十
七
年
度
全
国
社
会
人
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
女
優
勝
大
会
徳
島
県
代
表

押

栗

潔

往

平
成
十
七
年
度
全
国
社
会
人
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
女
優
勝
大
会
徳
島
県
代
表

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

上

岡

和

博

平
成
十
七
年
度
徳
島
県
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ベ
ス
ト
五
受
賞

（
空
手
道
）

瀧

花

直

行

第
二
十
六
回
四
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

徳
島
県
代
表

福

野

実

穂

第
二
十
六
回
四
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

徳
島
県
代
表

（
サ
ッ
カ
ー
）

田

中

恭

介

第
二
十
九
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

徳
島
県
代
表

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

田

辺

義

弘

第
十
八
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
徳
島
県
代
表

新

居

正

志

第
十
八
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
徳
島
県
代
表

町

長

表

彰

教
育
委
員
会
表
彰

十
月
三
十
日

、
恒
例
の
町
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た

秋
晴
れ
の
下
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
数
の

町
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

に
参
加
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
が
、
勝
浦
町
長
表
彰
、

勝
浦
町
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
団

体
お
よ
び
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま
方

に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第44回

町民体育大会
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情 報 ア ラ カ ル ト

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

幼
稚
園
の
育
児
に
関
す
る
相
談
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
共
に
楽
し
く
子
育
て
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

平
成
十
八
年
二
月
四
日
任
期
が
満
了
す
る

勝
浦
町
長
選
挙
は
、
一
月
十
七
日
告
示
さ
れ
、

一
月
二
十
二
日

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投

票
時
間
は
、
各
投
票
所
で
午
前
七
時
か
ら
午

後
八
時
ま
で
、
開
票
は
同
日
午
後
九
時
十
五

分
か
ら
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
者

昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
三
日
以
前
に
生

ま
れ
た
者
。

平
成
十
七
年
十
月
十
六
日
以
前
か
ら
引
き

続
い
て
勝
浦
町
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、

公
職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
欠
格
事

項
に
該
当
し
な
い
者
。

期
日
前
投
票

選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
町
内

に
い
な
い
場
合
は
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
前
日
ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

場
所
並
び
に
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
投
票
場
所
】

勝
浦
町
住
民
課
内

期
日
前
投
票
所

【
投
票
日
時
】

平
成
十
八
年
一
月
十
八
日

～

一
月
二
十
一
日

ま
で

不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病
院

や
老
人
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
人
は
、
従
来
ど
お
り
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
病
院
・
施
設
等
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
法
律
に

定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、
一

月
十
八
日
（
投
票
の
四
日
前
）
ま
で
で
す
。

入

場

券
入
場
券
は
、
一
月
十
八
日
～
十
九
日
頃

に
送
付
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

平
成
十
八
年
一
月
六
日

午
前
九
時
か
ら

勝
浦
町
役
場
で
行
い
ま
す
。

投

票

所

第
一
投
票
区

掛
谷
集
会
所

第
二
投
票
区

農
村
婦
人
の
家

第
三
投
票
区

勝
浦
会
館

第
四
投
票
区

棚
野
集
会
所

第
五
投
票
区

横
瀬
集
会
所

第
六
投
票
区

与
川
内
集
会
所

第
七
投
票
区

坂
本
区
民
集
会
所

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
町
役
場
住
民
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
２
）１
５
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
）３
０
２
８

江
戸
時
代
の
文
人
た
ち
の
憧
れ
の
地
・
向

島
に
あ
る
七
福
神
を
お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。

土
も
の
の
宝
船
を
求
め
、
風
流
を
感
じ
る

も
よ
し
、
途
中
で
桜
餅
や
草
餅
、
言
問
い
団

子
な
ど
江
戸
時
代
か
ら
の
名
物
を
賞
味
す
る

も
よ
し
。
川
風
は
冷
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

正
月
気
分
が
一
層
と
…
。

集
合
時
間

平
成
十
八
年
一
月
八
日

午
前
九
時
三
十
分

場

所
東
武
鉄
道

日
光
・
伊
勢
崎
線

鐘
ヶ
淵

駅
前
（
浅
草
駅
よ
り
約
十
分
）

行

程
鐘
ヶ
淵
駅
前

↓

多
門
寺
（
毘
沙
門
天
）
↓

白
鬚
神
社
（
寿
老
神
）
↓

百
花
園
（
福
禄

寿
）
↓
長
命
寺（
弁
財
天
）
↓
弘
福
寺（
布

袋
尊
）
↓
三
囲
神
社（
恵
比
寿
・
大
黒
天
）

解

散
午
後
一
時
ご
ろ
、
業
平
橋
駅
の
近
く
。

（
昼
食
は
解
散
後
各
人
で
ご
自
由
に
）解
散

後
、
近
く
の
浅
草
寺
へ
の
お
参
り
や
浅
草

界
隈
を
散
策
す
る
の
も
よ
し
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
願
い
し

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
集
合
場
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

田
村
博
一

０
４
９（
２
５
８
）４
８
１
９

森

猛

０
４
２（
３
７
９
）６
０
９
８

12月21日 12月14日 12月７日

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
お
楽
し
み
会

～
サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
～

★
園
庭
開
放
日

九
時
四
十
五
分
～
十
一
時
十
五
分

★
室
内
の
飾
り
や
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
等
を
つ
く
ろ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
十
二
月
生
の
お
誕
生
会

お
知
ら
せ

勝
浦
町
長
選
挙
に
つ
い
て

投
票
日
は
来
年
１
月
22
日(

日)

関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
の
み
な
さ
ん
へ

新
春

隅
田
川･

七
福
神
め
ぐ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
十
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時
ま
で

問
い
合
わ
せ



６

平
成
十
八
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
八
年
一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
～

式
典

午
前
十
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

平
成
十
二
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お

よ
び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在
住
し

て
い
る
方
に
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご

通
知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
の
方

は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加

に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら
な
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

(

２)

２
５
１
５

平
成
十
七
年
度

年
末
・
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

実
施
期
間平

成
十
七
年
十
二
月
十
日

～

平
成
十
八
年
一
月
十
日

目

的
年
末
年
始
に
は
、
交
通
量
の
増
加
等
に

伴
っ
て
交
通
事
故
の
多
発
が
予
測
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
広
く
県
民
の
交
通
安
全

思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
。

運
動
の
重
点

一

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

二

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
の
活
用

三

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

四

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

「
第
五
十
七
回
人
権
週
間
」
を
、
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
と
定
め
、
世
界
人
権
宣

言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
の
た
め
に
次
の
事
項
を
重
点

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

・「
育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
」

思
い
や
り
の
心

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

人
権
相
談
開
設

十
二
月
二
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

細

川

寛
さ
ん

（
勝
浦
町
坂
本
）

滝

花

恒

子
さ
ん

（
勝
浦
町
棚
野
）

森

脇

和

一
さ
ん

（
勝
浦
町
沼
江
）

中

西

正
さ
ん

（
勝
浦
町
沼
江
）

勝
浦
町
で
は
、
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
や
お
願

い
を
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
り
、

マ
ナ
ー
の
悪
い
出
し
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
出
し
方
を
す
る
と
、
ご
み
フ
ェ

ン
ス
周
辺
の
住
民
の
方
や
各
地
区
の
役
員
さ

ん
等
が
大
変
迷
惑
を
う
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
収
集
す
る
方
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

や
不
燃
物
処
理
場
で
作
業
を
す
る
方
に
も
余

分
な
労
力
が
か
か
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
一
度
、
あ
な
た
の
ご
み
の
出
し
方
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
町
指
定
の
ご
み
袋
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
回
収
日
の
当
日
朝

だ
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
生
ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
、
コ
ン
ポ
エ
ー

ス
な
ど
で
堆
肥
化
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
や
む
を
得
ず
、
ご
み
と
し
て
出
す
場

合
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
水
を
き
っ
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

④
紙
お
む
つ
の
汚
物
は
ト
イ
レ
で
取
り
除
い

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
資
源
と
し
て
別
に
扱
っ
て
い
る
も
の
（
缶
・

ガ
ラ
ス
び
ん
・
古
紙
）
は
で
き
る
だ
け

「
ご
み
」
と
し
て
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⑥
「
資
源
ご
み
」
と
し
て
出
て
い
る
中
に
も

取
り
扱
え
な
い
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

分
別
を
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
例
え

ば
ビ
ン
の
中
に
、
陶
器
や
、
電
球
な
ど
が

入
っ
て
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。）

こ
れ
ら
は
、
一
例
で
す
。
正
し
い
出
し

方
を
守
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
や
き
れ
い

な
町
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

成
人
式
の
ご
案
内

年
末
年
始
の
交
通
安
全

県
民
運
動
に
つ
い
て

第
57
回
人
権
週
間

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

ご
み
の
出
し
方



年
末
年
始
に
は
、
金
融
機
関
を
対
象
と
し

た
強
盗
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
犯
罪
、

雑
踏
事
故
や
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
抑
止
と

事
故
防
止
の
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月

十
日
ま
で
の
間

特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

☆
年
末
に
お
い
て
特
に
警
戒
を
要
す
る
犯
罪

を
抑
止
す
る
た
め
の
活
動
等
の
強
化

・
金
融
機
関
等
対
象
強
盗
事
件
等
の
未
然
防

止
活
動
の
強
化

・
街
頭
犯
罪
及
び
侵
入
犯
罪
の
抑
止
と
検
挙

活
動
の
強
化

・
暴
力
団
犯
罪
の
総
合
的
取
締
り
の
推
進

・
少
年
非
行
防
止
活
動
の
推
進

☆
交
通
事
故
防
止
の
活
動

☆
雑
踏
事
故
の
防
止

を
重
点
と
し
た
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安

心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

慌
た
だ
し
い
年
末
は
、
日
頃
気
を
付
け
て

い
る
事
柄
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

被
害
に
遭
う
前
に
防
犯
面
等
に
注
意
を
払
っ

て
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
の
た
め
に
皆
さ
ま
一
人
一
人

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
少
年
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
ろ
う
！

～
エ
ア
ガ
ン
の
違
法
改
造
に
つ
い
て
～

最
近
、
エ
ア
ガ
ン
を
使
用
し
て
、
歩
行
者

や
走
行
中
の
自
動
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を
撃
つ
事

件
が
多
く
発
生
し
、
子
ど
も
達
も
被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

威
力
の
弱
い
玩
具
と
し
て
使
用
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
特
に
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

エ
ア
ガ
ン
を
改
造
し
て
威
力
を
強
め
、
人
を

傷
つ
け
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
「
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
違
反
」
と
な
り
ま
す
。
エ
ア

ガ
ン
を
持
っ
て
い
る
青
少
年
に
は
、

①
威
力
を
強
め
る
改
造
を
し
な
い
。

②
人
通
り
の
あ
る
場
所
で
使
用
し
な
い
。

③
人
や
動
物
な
ど
に
む
け
て
発
射
し
な
い
。

と
い
う
こ
と
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

暴
力
に
関
す
る
無
料
相
談
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
弁
護
士
、
暴
力
追
放
県
民
セ

ン
タ
ー
及
び
県
警
の
三
者
合
同
で
暴
力
団
関

係
の
問
題
で
お
困
り
の
方
か
ら
無
料
で
相
談

を
受
け
る
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

十
二
月
十
日

午
後
一
時
～
四
時
ま
で

徳
島
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
五
階

特
設
会
場

暴
力
団
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

勇
気
を
持
っ
て
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

小
松
島
警
察
署

０
８
８
５
３（
２
）０
１
１
０

★
一
人
で
悩
ま
ず
に
勇
気
を
持
っ
て
相
談
を
！

「
安
心
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０
」

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
が
い
か
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
十
一
人
の
審
査
員
が
こ

の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
こ

の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
、
検
察

審
査
会
の
役
割
を
紹
介
し
た

ビ
デ
オ
映
画

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
市
徳
島
町
１
丁
目
５

徳
島
検
察
審

査
会
事
務
局
（
徳
島
地
方
裁
判
所
内
）

０
８
８
（
６
５
２
）
３
１
４
１

７

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

年
末
年
始
特
別
警
戒
実
施
中

男女を対等な存在として考えていますか？

｢課長いる？｣

｢ただいま外出しております。

どのようなご用件でしょうか。｣

｢誰か男の人はいないの？｣

｢わたしが承りますが。｣

｢女の人じゃなあ。誰か男の人にかわってよ。｣

｢かしこまりました…。｣

こんな会話、よく聞きませんか？あなた自身が言われ

たり、言ったりしたことも、もしかしたらあるかもしれ

ませんね。仕事には女性も男性も関係ありません。女性

も男性も無意識に、｢男性のほうが女性よりえらい｣とか

｢しっかりしている｣と判断してはいないでしょうか。

男女共同参画社会が目指すのは、男女それぞれの人権

が尊重され、一人ひとりの個性と能力が発揮でき、互い

に責任も分かち合うことができる社会です。

まずは、自分の言動や意識に注意してみましょう。

問い合わせ 役場住民課 (2)1501

男女共同参画社会をめざして



８

入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
、
家
賃
な
ど
入
学
時
や
在
学
中
に

必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と

し
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

ご
融
資
額
…
…
学
生
・
生
徒
お
一
人
あ
た
り

二
〇
〇
万
円
以
内

ご
融
資
期
間
…
十
年
以
内

（
在
学
期
間
以
内
で
元
金
据

置
が
可
能
）

利

率
…
…
…
年
一･

五
五
％

（
固
定
金
利

平
成
十
七
年

十
一
月
十
日
現
在
）

詳
し
く
は
、
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０（
０
０
）８
６
５
６

〈
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〉
全
国
か
ら
市
内
通
話
料

金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

０
８
８（
６
２
２
）７
２
７
１
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心
両
面

に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
後
一
月
あ
ま
り
で
徳
島
駅
伝

の
時
期
と
な
り
、
選
手
も
大
会
に
向
け
一
生

懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

個
人
練
習
、
合
同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の

練
習
の
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く
交
差
点
や
道
路

を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。）

②
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を
下

向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
火
曜
日
・
金
曜
日
の

夜
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
九
月
か
ら
は
、
毎
週
日

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
勝
浦
中
学
校
集
合
と

い
う
こ
と
で
、
合
同
練
習
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

(

２)

２
５
１
５

解
雇
や
給
料
不
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・
社
会
保
険
労
務

士
な
ど
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
、
解
決
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

と

き

平
成
十
七
年
十
二
月
四
日

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

十
八
階
「
銀
河
」

内

容

解
雇
・
配
転
・
賃
金
・
時
間
外
労

働
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員

県
労
働
委
員
会
の
弁
護
士

社
会
保
険
労
務
士
ほ
か

申
込
み

不
要
（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

相
談
料

無
料

主

催

徳
島
県
労
働
委
員
会

０
８
８（
６
２
１
）３
２
３
１

※
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
お
手
伝
い
を

す
る
た
め
、
県
労
働
委
員
会
で
は
相
談
や

あ
っ
せ
ん
申
請
を
随
時
受
け
て
い
ま
す
。

◎
地
域
別
最
低
賃
金

（
効
力
発
生
日

平
成
十
七
年
十
月
一
日
）

徳
島
県
最
低
賃
金
…
…
六
一
五
円

◎
産
業
別
最
低
賃
金

（
効
力
発
生
日

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
賃
金
室

０
８
８(

６
５
２)

９
１
６
５

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平

成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調

査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
、
中
、
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査
表

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら

の
お
願
い

「
駅
前
労
働
相
談
」
を
開
催

徳
島
県
の
最
低
賃
金

件 名 時間額

紡績、織物業
（平成15年12月21日改定）

６５２円

造作材・合板・建築
用組立材料製造業

７５２円

一般機械器具製造業 ７６４円

電気機械器具、情報通
信機械器具、電子部品・
デ バ イ ス 製 造 業

７１７円



９

旅
券
法
の
改
正
に
よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
用
紙
が
平
成
十
七
年
十
二
月
十
日

か
ら

改
訂
さ
れ
ま
す
。

十
二
月
九
日

ま
で
に
申
請
さ
れ
る
方
は
、

従
前
の
用
紙
（
申
請
書
裏
面
「
平
成
十
五

年
四
月
改
正
」
の
も
の
）
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

十
二
月
十
二
日

以
降
に
申
請
さ
れ
る
方

は
、
新
し
い
用
紙
（
申
請
書
裏
面
「
平
成

十
七
年
十
二
月
改
正
」
の
も
の
）
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、
各
旅
券
窓
口
の
ほ
か
、
県

財
務
事
務
所
及
び
県
内
各
市
町
村
役
場
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

０
８
８(

６
５
６)

３
５
５
４

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
の

固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、

土
地
の
地
目
の
変
更
や
家
屋
の
取
り
壊
し
等

が
あ
れ
ば
税
務
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。家

屋
滅
失
届

家
屋
を
新
築
、
改
築
、
古
く
な
っ
た
た

め
取
り
壊
し
た
と
き
。

土
地
使
用
現
況
届

土
地
の
現
況
地
目
を
変
更
し
た
と
き

（
田
を
畑
に
し
た
と
き
や
駐
車
場
等
に
し
た
と
き
）

納
税
義
務
者
変
更
届

土
地
や
家
屋
の
使
用
貸
借
契
約
等
に
よ

り
納
税
者
を
変
更
す
る
場
合
な
ど
。

相
続
人
代
表
者
届
出
書

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
こ

と
に
伴
い
、
新
し
い
納
税
義
務
者
を
指
定

す
る
と
き
。

各
種
届
け
出
は
認
め
印
を
ご
持
参
の
う
え
、

勝
浦
町
税
務
課
の
備
え
付
け
用
紙
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

(

２)

１
５
０
３

平
成
十
八
年
三
月
四
日

午
前
０
時
、
市

外
局
番
が
〈
０
８
８
５
３
〉〈
０
８
８
５
４
〉
地

域
の
市
外
局
番
・
市
内
局
番
が
変
わ
り
ま
す
。

★
電
話
番
号
変
更
後
の
表
示
方
法
に
つ
い
て

現

在

０
８
８
５
３
ー
△
ー
○
○
○
○

変
更
後

０
８
８
５
ー
３
△
ー
○
○
○
○

※
３
が
市
内
局
番
の
先
頭
に
移
動
し
ま
す
。

現

在

０
８
８
５
４
ー
△
ー
○
○
○
○

変
更
後

０
８
８
５
ー
４
△
ー
○
○
○
○

※
４
が
市
内
局
番
の
先
頭
に
移
動
し
ま
す
。

市
外
・
市
内
局
番
の
変
更
に
と
も
な
う
ご

準
備
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
徳
島
支
店

０
１
２
０(

４
７)

１
８
３
４

受
付
時
間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
五
時

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

[

十
二
月
二

十
九
日
～
一
月
三
日]

除
く
）
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
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パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
に
つ
い
て

現
在
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
、
悪

質
な
事
業
者
に
よ
る
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の

手
口
と
対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
一
般
的
な
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
手
口

①
突
然
訪
問

突
然
来
訪
し
て
「
近
所
で
工
事
し
て
い

る
の
で
、
お
宅
も
つ
い
で
に
ど
う
で
す
か
？
」

と
勧
め
た
り
、
電
話
で
「
今
な
ら
料
金
は

半
分
で
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
。
」
と
事
前
に

売
り
込
ん
で
か
ら
来
訪
し
ま
す
。

②
不
安
を
あ
お
る

来
訪
す
る
と
、
強
引
に
屋
根
裏
や
床
下

を
点
検
し
て
「
今
度
地
震
が
き
た
ら
、
こ

の
ま
ま
で
は
持
た
な
い
。
」
と
言
っ
て
不

安
を
あ
お
り
、
そ
の
場
で
急
い
で
工
事
の

契
約
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
最
近
で
は

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

リ
フ
ォ
ー
ム
を
進
め
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

③
追
加
工
事
を
強
要

一
回
目
の
工
事
が
済
ん
で
十
日
ほ
ど
す

る
と
、
ま
た
業
者
が
訪
問
し
て
来
て
「
前

の
工
事
で
は
補
強
が
不
足
し
て
い
る
。
」

な
ど
と
言
っ
て
、
強
引
に
追
加
工
事
を
勧

め
て
新
た
な
契
約
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

◎
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
の
特
徴

①
急
か
し
て
契
約

訪
問
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
契
約
書
を

書
か
せ
、
間
を
置
か
ず
す
ぐ
に
工
事
に
か

か
り
ま
す
。

②
長
時
間
の
勧
誘

勧
誘
は
長
時
間
に
及
び
、
さ
ら
に
「
帰
っ

て
く
れ
。
」
と
言
っ
て
も
簡
単
に
は
帰
り

ま
せ
ん
。

③
見
積
書
は
略
式

見
積
書
の
明
細
欄
は
、
具
体
的
な
内
訳

を
書
か
ず
に
単
に
「
工
事
一
式
」
と
書
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

◎
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対
処
法

①
工
事
開
始
後
で
も
解
約
可

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
は
、
工
事
の
開
始
後
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
内
な
ら
無
条
件
解
約
が
で
き
ま

す
。
（
通
常
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
八
日
で
す
が
、
も
っ

と
長
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

②
成
年
後
見
制
度
の
利
用

認
知
症
の
高
齢
者
の
よ
う
な
判
断
力
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
に
付
け
込
む
極
め
て

悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
家
庭
裁
判
所
の
「
成
年

後
見
制
度
」
な
ど
の
利
用
も
検
討
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

③
契
約
は
慎
重
に

契
約
書
に
印
鑑
を
押
す
前
に
、
今
一
度

本
当
に
工
事
が
必
要
か
ど
う
か
を
じ
っ
く

り
考
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
手
口
と
対
処
法

固
定
資
産
税
に
係
る
届

市
外
局
番
・
市
内
局
番
が

変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
十
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

十
二
月
の
活
動
内
容

６
日

新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う･

リ
ー
ス
作
り

新
聞
紙
に
絵
を
か
い
た
り
、
ち
ぎ
っ
た

り
し
て
あ
そ
ぼ
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

13
日

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
健
康
相
談

み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
し
よ
う
。

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
お
昼
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
有
り
ま
す
。

定

員

二
十
名

参
加
費

子
供
一
人
三
〇
〇
円

健
康
相
談

※
ほ
っ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
十
三
日
で
今

年
の
活
動
は
お
わ
り
で
す
。
二
十
日
・
二
十

七
日
は
お
休
み
で
す
。

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
は
、
二
十
七
日
ま
で
開

館
し
て
い
ま
す
の
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

毎
年
恒
例
の
文
化
祭
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
八
年
一
月
十
四
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
成
十
八
年
一
月
十
五
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
図
書
館
二
階

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・
水
墨

画
・
手
工
芸
・
生
け
花
・
俳
句
・
短
歌
・
川

柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本
画
・
漫
画
そ
の
他

芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
十
三
日

午
後
一
時
～
五
時
ま
で

搬
入
先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
、

小
・
中
学
校
は
図
書
館
二
階
へ
直
接
作
品
を

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

本
学
で
生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
仕

事
を
続
け
な
が
ら
、
大
学
・
大
学
院
教
育
を

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
、
半
年
ご
と
に
、
一
科

目
か
ら
学
べ
ま
す
。
お
仕
事
や
子
育
て
等
家

族
の
抱
え
る
課
題
に
も
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

「
大
卒
」「
修
士
」
取
得
、
編
入
可
。

募
集
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
十
五
日
～

平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

募
集
要
項
請
求
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
（
月
・
祝
休
）

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
大

学
工
学
部
内
）

０
８
８（
６
０
２
）０
１
５
１

中
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
専
門
技
術

者
を
養
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

採
用
さ
れ
る
と
特
別
国
家
公
務
員
と
な
り
、

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
各
々
の
全
寮
制
の
学

校
等
に
入
校
し
ま
す
。

入
校
後
約
三
年
間
は
一
般
高
校
と
同
じ
学

科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

(

三
年
後
に
は
高
卒
資
格
取
得)

そ
の
後
約

一
年
間
専
門
教
育
受
講
と
部
隊
実
習
等
を

行
い
ま
す
。

初
任
給

一
五
二
三
○
○
円

ボ
ー
ナ
ス
年
ニ
回
年
間
四
・
四
ヶ
月
分

（
平
成
十
七
年
四
月
現
在
）

食
費
・
寮
費
等
一
切
無
料
、
制
服
類
等
も

支
給
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
見
込
～
十
七
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

～

平
成
十
八
年
一
月
十
日

試
験
期
日

（
一
次
）
平
成
十
八
年
一
月
十
四
日

（
二
次
）
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日

～

平
成
十
八
年
一
月
三
十
日

ま
で

の
間
の
指
定
す
る
一
日

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
徳
島
地
方
連
絡
部

小
松
島
分
駐
所

０
８
８
５
３（
８
）１
９
８
１

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
十
二
月
行
事

募

集

勝
浦
町
文
化
祭
作
品
募
集

「
放
送
大
学
」
四
月
入
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
生
徒
募
集生比奈保育所・横瀬保育所の

臨時保育士を募集します。

受付期間 平成18年２月末日まで

職 種 保育士

募集人員 若干名

勤務場所 生比奈保育所･横瀬保育所

勤務時間 ８:30～17:15

(早出遅出勤務あり)

雇用期間 平成18年４月１日～
平成19年３月31日

提出書類 履歴書（市販のもの）と

保育士免許のコピー

提出先・問い合わせ

役場福祉課 2－1502

平成18年度 臨時職員募集

生比奈保育所･横瀬保育所

臨時保育士募集!
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町
営
住
宅
に
空
き
室
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

～

十
二
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
優
先
入
居
ま
た
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
名

中
山
住
宅
（
中
山
）
一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

３
Ｄ
Ｋ

共
通
募
集
資
格

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

ま
た
、
現
在
町
外
に
す
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
）

原
則
と
し
て
、
単
身
者
の
方
は
入
居
で
き

ま
せ
ん
。

家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力
を
有

す
る
方

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
一
月
一
二
六
〇
〇
円
か
ら

二
〇
九
〇
〇
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分
が

必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る
費
用

等
は
、
入
居
者
の
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
八
年
一
月
一
日

予
定

そ

の

他
選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

★
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

(

２)

２
５
１
５
〉
勝

浦
町
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
実
行
委
員
会
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教 室 名 内 容 開 催 日 場 所 参加資格 申 込

勝浦町子ども
教 室

陸 上 教 室 日曜日（日指定） 勝浦中学校 小学校高学年・中学生 現地集合

天 体 観 測 12/17 那賀川町科学センター
小中学生

子育て交流
支援センターむ か し の あ そ び １/15 こどもの広場

生比奈子ども教室 金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 生比奈小学校 生比奈小学校生 生比奈小学校

横瀬子ども教室 金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 横瀬小学校 横瀬小学校生 横瀬小学校

野 球 教 室

生 比 奈 ク ラ ブ と
い っ し ょ に 野 球 練 習

火・金曜日
生比奈小学校
グラウンド

生比奈小学校生

現地集合

勝 浦 タ イ ガ ー ス と
い っ し ょ に 野 球 練 習

水・土曜日
横瀬小学校
グラウンド

横瀬小学校生

バレーボール
教 室

生比奈クラブといっしょにバレー練習 毎週水曜日 生比奈小学校体育館 生比奈小学校生

勝浦JVCといっしょにバレー練習 毎週金曜日 横瀬小学校体育館 横瀬小学校生

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 教 室

勝浦キッズミニバスクラブ
といっしょにバスケット練習

毎週火・土曜日
生比奈小学校
体育館

生比奈・横瀬
小学校生

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
！

�

平成17年度

勝浦町地域子ども教室

開催日程表

勝
浦
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小

中
学
校
児
童
・
生
徒
が
放
課
後
や

休
日
を
健
全
で
安
全
に
過
ご
せ
る

た
め
に
、
地
域
住
民
の
方
々
を
中

心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
、
八
月
か
ら
子
ど
も
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。
多
彩
な
教
室
を

開
催
し
て
お
り
、
町
内
の
小
中
学

校
に
通
う
児
童
・
生
徒
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？
参

加
費
は
い
ず
れ
の
教
室
と
も
に
無

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
一
部
の

教
室
で
、
教
材
費
が
有
料
と
な
っ

て
い
ま
す
）

★
詳
し
く
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員

会
内
〈



年
末
年
始
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休
業
に
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い
て
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休
業
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

～

平
成
十
八
年
一
月
三
日

年
末
の
ご
み
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
行
な
い
ま
す
。
年
始
の
ご
み
収

集
は
、
平
成
十
八
年
一
月
四
日

か
ら

再
開
し
ま
す
。
休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ

ン
ス
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
ご
み
を
出
す
の
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
立
て
ご
み
収

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

休
業
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
日

～

平
成
十
八
年
一
月
五
日

※
十
二
月
二
十
九
日

は
、
午
前
中

営
業
し
ま
す
。
平
成
十
八
年
一
月
六
日

か
ら
平
常
営
業
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
、
特
に
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

毎
日
衛
生
㈲

（
２
）２
１
３
９

休
業
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日

～

平
成
十
八
年
一
月
三
日

こ
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍

謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書
交
付

事
務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
住
民
票
に
限
り
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
は
発
行
で
き

ま
す
。）

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
大
事
な

書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
急
ぐ
手
続
き
な
ど
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

※
婚
姻
届
や
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
は

こ
の
期
間
中
で
も
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

（
２
）１
５
０
１

ご
み
収
集
業
務

し
尿
収
集
業
務

役
場
窓
口
業
務

平成17年度 高 齢 者 教 室

①事前申込みが必要な講座は、勝浦町教育委員会 (2)2515へ開催日の７日前までに申し込んでください。（電話でも可）

②送迎バスを運行します。

③都合により日程・内容を変更する場合がございます。（変更する場合は広報誌等でお知らせします。）

④健康教室は軽い体操ができる服装で参加してください。
⑤いずれの講座も参加料は無料です。

⑥開始時間は全ての講座とも午後１時からとなっております。

⑦定員のある講座は先着順とし、定員になりしだい受付を締め切ります。
⑧各講座の案内文書は送付いたしません。

開催日時
講 座 ・ 教 室 名

場 所 定員 備 考
人 権 健 康 教 室 文化･趣味講座

17.７月３日
社会総合大学開校式
（二宮清純講演会） 勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

８月21日
阿波人形芝居フェ
スティバル勝浦

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

９月27日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 終了しました

10月25日 絵手紙作り体験 ふれあいの里さかもと 30名 終了しました

11月12日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 終了しました

11月21日 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

12月６日
うどん打ち･そば
打ち体験試食

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

18.１月17日
つたかご･リース
作り体験

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

２月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし 記念品贈呈



12月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

12月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
二
月
三
日

・
二
十
九
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

十
二
月
十
日

・
二
十
九
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

12月７日

12月21日

年末年始の休業について

平成17年12月22日 ～
平成18年１月５日
この間県の犬の引き取りが休

業します。この期間中役場も引
き取りができません。ご迷惑を
おかけしますが、ご協力をお願
いします。
なお、来月の不用犬の引き取

り日は平成18年１月11日 です。

13
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
平
成
十
七
年
分
の

所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
に
、
一
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
（
ハ
ガ
キ
）
を
、
社

会
保
険
庁
か
ら
毎
年
十
一
月
上
旬

に
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

証
明
内
容
は
、
本
年
一
月
か
ら

九
月
末
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
額
で
す
。
年
の
途
中
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
十

月
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

二
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
を
送

付
し
ま
す
。

年
末
調
整
又
は
確
定
申
告
等
の

手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書

や
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
控
除
証
明
書
の
再
発
行

等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
電

話
番
号
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１

受
付
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
四
日
か
ら

平
成
十
八
年
三
月
十
七
日
ま
で

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

土･

日･

祝
日･

十
二
月
二
十
九
日

～
翌
年
一
月
三
日
を
除
く

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相

談
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
の
ほ
か
全

国
二
十
三
か
所
の
年
金
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
中
央
年
金
相
談
室
の
電

話
番
号
に
電
話
を
お
か
け
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
拠
点
ご
と
の

電
話
番
号
を
二
つ
の
全
国
共
通
電

話
番
号
に
集
約
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
よ
り
効
率
化
を
図
る
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
次
の
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
に

つ
い
て

０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る

方
の
年
金
相
談
に
つ
い
て

０
５
７
０（
０
７
）１
１
６
５

受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

土･

日･

祝
日･

十
二
月
二
十
九
日

～
翌
年
一
月
三
日
を
除
く

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

０
８
８(

６
５
２)

３
１
１
１

勝
浦
町
住
民
課
年
金
係

(

２)

１
５
０
１

(

持
参
物
…
年
金
手
帳
等)

国民年金だより

控除証明書等の添付や
提示が義務付けられました

国民年金保険料を年末調整や確定申告する際に

ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
を
開
始

国民年金広報作品コンクールで

佳作に入賞
次代を担う小中学生への制度理解や認識を深め

ていただくための年金教育の一環として実施しま

した、平成17年度徳島県年金作品コンクールで、

生比奈小学校３年生の福徳結花さんが毛筆作品小

学校３年生の部で佳作に入選されました。おめで

とうございます。

なお、入賞作品の展示を次のとおり行っており

ますので、ぜひご覧いただきますようご案内いた

します。

○ 日 時 12月５日 ～16日

場 所 徳島市南前川町 徳島厚生年金会館

（ウェルシティ徳島）
○ 日 時 12月20日 ～22日

場 所 美馬郡つるぎ町貞光

道の駅 貞光ゆうゆう館
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まちかど散歩みち

勝
浦
町
観
光
協
会
で
は
、
勝
浦
町
の
玄
関
を
花
い
っ

ぱ
い
で
飾
ろ
う
と
、
十
月
二
十
三
日

会
員
や
勝
浦
川

を
美
し
く
す
る
会
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
今
山
橋
下
流
・
県
道
徳
島
上
那
賀
線
沿
い
の
河

川
敷
約
五
千
㎡
を
整
地
し
、
レ
ン
ゲ
・
菜
の
花
・
か
ら

し
菜
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
勝
浦
川
河
川
敷
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
東
と
く

し
ま
が
牧
草
地
と
し
て
県
河
川
課
か
ら
占
用
許
可
を
受

け
て
い
た
場
所
を
、
本
年
度
か
ら
観
光
協
会
が
引
継
ぎ

ま
し
た
。

河
川
敷
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
玉
石
や
流
木
等
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
当
日
は
そ
れ
ら
を
人
力
に
よ
り
取
り
除

い
た
後
、
種
を
蒔

く
と
い
う
大
変
な

作
業
で
し
た
。

春
に
は
勝
浦
町

民
だ
け
で
は
な
く
、

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

へ
の
お
客
さ
ん
や

四
国
へ
ん
ろ
の
方

に
と
っ
て
も
「
い

や
し
ス
ポ
ッ
ト
」

に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

会
員
の
熱
意
と
協
力
に
よ
り
優
れ
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
十
七
年
十
一
月

二
十
二
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お

き
ま
し
て
、
生
比
奈
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
平
成

十
七
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

生
比
奈
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
、
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

生比奈小学校ＰＴＡ

文部科学大臣賞受賞!!

春
の
花
で
お
迎
え
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▲個人賞 中村尚実さん

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
対
抗

machikado sanpomichi

中

角

山

西

掛

棚

野

生

名

今
山･

黒
岩

優 勝 山西掛

星

谷

与
川
内
・

横
瀬･

中
山

ソフトテニス大会

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
が
十
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、

勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
も
序
盤
か
ら
熱
戦
が

展
開
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
棚
野
対
山
西
掛

の
対
戦
と
な
り
、
山
西
掛
が
接

戦
を
も
の
に
し
て
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

十
一
月
十
三
日
、
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
企
業
・
学
校
・
仲
良
し

グ
ル
ー
プ
等
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
十
八
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、

大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

リ
ー
グ
戦
で
勝
ち
上
が
っ
た
四
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
結
果
、
決
勝
戦
は
家
族
四
人
だ
け
の
チ
ー
ム
マ
ッ
ス
ル
ペ
イ
ン

と
山
西
掛
Ｂ
に
よ
る
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
、
マ
ッ
ス
ル
ペ
イ
ン
が

優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
結
果
及
び
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

沼
江
み
か
ん

エ
ン
ド
レ
ス
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ⅰ

勝
浦
高
校
Ａ

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦

（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

山
西
掛
Ｂ

勝
浦
高
校
Ｂ

勝
寿
会
フ
ラ
ワ
ー
ズ
Ａ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

勝
浦
中
学
校

勝
寿
会
フ
ラ
ワ
ー
ズ
Ｂ

山
西
掛
Ａ

生
比
奈
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
）

一
位

マ
ッ
ス
ル
ペ
イ
ン

プ
レ
ジ
デ
ン
ト

凄
６

勝
中
出
身
高
校
３
年
受
験
生

エ
ン
ド
レ
ス
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ⅱ

優

勝

マ
ッ
ス
ル
ペ
イ
ン

準
優
勝

山
西
掛
Ｂ

三

位

沼
江
み
か
ん

四

位

勝
浦
中
学
校

(

個
人
賞)

最
優
秀
選
手
賞

中

村

真

弓

さ
ん

優
秀
選
手
賞

梅

山

洋

子

さ
ん

ふ
れ
あ
い
賞

猪

子

有

惟

さ
ん

鶴

本

尚

美

さ
ん

鈴

木

学

さ
ん

寺

尾

裕

昭

さ
ん

坂
田
真
由
美

さ
ん

第19回 地区対抗
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machikado sanpomichi

ハロウィンパーティ開催

10月29日 こどものひろばで町はぐくみクラブと英会話教室主催

のハロウィンパーティが開催されました。

これは、昨年度からこどもたちに外国

文化をたのしく経験してもらうことが

目的で開催されています。当日子ども

たちは、それぞれに仮装して参加し、

英会話教室のトラビス先生からハロ

ウィンの楽しみ方やゲームなどを楽

しんでいました。

次回は12月13日 クリスマス会が

ごとものひろばで開催されます。

11月10日 、千葉県勝浦市 藤平市長、和

歌山県那智勝浦町 中路収入役をお招きし、ふ

れあいの里さかもとにおいて第５回全国勝浦

ネットワーク会議が開催されました。

今回の全国勝浦ネットワーク会議では、議

題として青少年の交流、文化交流及び産業交

流などの今後進めていく交流事業について協

議されました。

次に、災害時相互応援協定（案）が提案され、

３市町の合意を経て原案どおり締結されまし

た。この相互応援協定では、被災市町への物

資等の提供、職員の派遣及び被災児童や生徒

の受け入れなどが応援の内容となっています。

第５回全国勝浦ネットワーク会議開催！
11月10日 ふれあいの里さかもと

～災害時相互応援協定 締結～

11
月
町
内
の
出
来
事
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国保と医療費

高額療養費とは？

あなたの所得区分は？ 所得によって自己負担限度額が異なります。

70歳以上の人 一部負担金の割合は、一定以上所得者は２割、それ以外の人は１割となります。

同一世帯に一定の所得（課税所得が124万円）以上の70歳以上の国保被保険者また

は老人保健で医療を受ける人（国保被保険者に限る）、がいる人にあたります。た

だし、70歳以上の国保被保険者および老人保健で医療を受ける人（国保被保険者に

限る）の収入の合計が、２人以上の場合は637万円未満、１人の場合は450万円未満

であると申請した場合は、「一般」の区分と同様になり、１割負担となります。

一定以上所得者

一 般 一定以上所得者、低所得Ⅱ、低所得Ⅰのいずれにもあてはまらない人です。

低 所 得 Ⅱ 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人（低所得Ⅰ以外の人）に

あたります。

低 所 得 Ⅰ 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要

経費・控除（年金の所得は控除額を65万円として計算）を差し引いたときに０円と

なる人にあたります。

※低所得Ⅰ・Ⅱに該当する人は、入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となり

ます。市区町村の国保の担当窓口に申請してください。

70歳未満の人 一部負担金の割合は、３歳未満２割、３歳以上70未満３割となります。

一 般 上位所得者に該当しない住民税課税世帯にあたります。

上位所得者 上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額など

が670万円を超える世帯にあたります。

住民税非課税世帯 住民税が非課税の世帯にあたります。

国民健康保険（国保）に加入している人は、病気やけがを

してお医者さんに診療してもらうと、かかった医療費の１割

～３割を窓口で支払います。この窓口で支払った金額を自己
負担額といいます。

もし、この自己負担額が高額になってしまったとき、定め

られた額を超えた分が払い戻される制度があるのをご存じで

すか？この制度は「高額療養費」と呼ばれ、わたしたちの自

己負担を軽減してくれます。

ただし、国保に申請して支給される制度ですので、申請を

しないと払い戻してもらえません。忘れずに申請しましょう。
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少
し
前
、
家
族
か
ら
聞
い
た
話
な

の
で
す
が
、
私
は
幼
い
こ
ろ
に
骨
折

を
し
、
骨
が
変
な
形
で
治
っ
て
し
ま

い
、
大
き
く
変
形
し
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
私
の
骨
は
す
ご
く
弱
く
な

り
、
す
ぐ
折
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、

爆
弾
を
抱
え
た
骨
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

｢

変
形
し
て
し
ま
っ
た
左
足｣

、
小

学
一
、
二
年
の
こ
ろ
に
は
気
に
も
と

め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
小

学
三
年
生
の
と
き
、
友
達
に
、｢

ど
う

し
て
左
足
、
変
な
形
な
の
？
ど
う
し

て
み
ん
な
と
ち
が
う
の
？｣

と
質
問

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
質
問
に
ど
う
答

え
れ
ば
い
い
の
か
、
今
の
私
な
ら
、

ち
ゃ
ん
と
答
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
当
時
の
私
で
は
、｢

わ
か

ら
な
い
。｣

と
し
か
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
気
に
も
と
め
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
深
く
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
、｢

わ
か
ら
な
い｣

と
し
か
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。

転
校
し
て
き
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

に
も
大
分
慣
れ
て
き
た
四
年
生
の
夏
、

私
の
最
大
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
な
っ

て
い
た
の
は
、「
変
形
し
て
し
ま
っ
た

左
足
」
で
し
た
。｢

左
足｣

の
話
題
に

は
一
番
ふ
れ
ら
れ
た
く
な
い
こ
ろ
で

し
た
。
給
食
の
後
片
付
け
を
し
て
い

た
と
き
、
一
人
の
男
子
が
、｢

お
前
っ

て
変
な
歩
き
方
や
な
、
走
り
方
も
こ

ん
な
ん
で
な
い
か
。｣

と
言
い
な
が
ら
、

私
の
マ
ネ
を
し
だ
し
た
ん
で
す
。
私

は
、
カ
ッ
と
な
り
追
い
か
け
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
さ
っ
き
の
男
子
の
悪

口
が
私
に
走
る
の
を
や
め
さ
せ
ま
し

た
。｢

自
分
は
変
な
歩
き
方
、
走
り
方

を
し
て
い
る
ん
だ
、
だ
か
ら
動
い
ち
ゃ

い
け
な
い
。｣

と
、
私
の
頭
の
中
で
く

り
返
し
出
て
き
た
ん
で
す
。
私
は
ひ

ど
く
落
ち
こ
み
ま
し
た
。
親
や
先
生

に
相
談
し
よ
う
か
と
も
考
え
た
け
れ

ど
、
心
の
中
に
、
し
ま
い
こ
み
ま
し

た
。五

、
六
年
と
学
年
が
上
が
っ
て
、

｢

左
足｣

の
こ
と
も
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
矢
先
、
骨
折
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
す
る
は

ず
の
な
い
原
因
で
し
た
。
運
動
会
の

練
習
で
高
さ
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
平
均
台
か
ら
飛
び
降
り

た
ら
骨
折
し
た
ん
で
す
。
自
分
の
足

は
こ
ん
な
に
も
弱
く
な
っ
て
い
た
の

か
、
信
じ
が
た
い
事
実
で
し
た
。
運

動
会
の
直
前
だ
っ
た
分
、
悲
し
み
も

い
っ
そ
う
増
し
、
周
り
の
人
が

｢

か

わ
い
そ
う｣

、
そ
の
言
葉
を
言
っ
て
い

る
の
が
わ
か
る
、
そ
の
言
葉
を
聞
く

度
、｢
好
き
で
こ
ん
な
姿
に
な
っ
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
。｣

と
心
の
中
で
く
り
返

し
ま
し
た
。

六
年
生
の
三
学
期
、
二
度
目
の
骨

折
、
卒
業
式
を
ギ
ブ
ス
に
松
葉
づ
え

と
い
う
姿
で
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
私
は

｢
か
わ
い
そ

う｣

と
言
わ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
か

ら
、
堂
々
と
し
て
い
る
こ
と
を
心
に

決
め
て
い
ま
し
た
。
卒
業
式
が
終
わ

り
、
泣
い
て
く
れ
た
、
感
動
し
て
く

れ
た
先
生
が
い
ま
し
た
。｢

が
ん
ば
っ

た
な
。｣

先
生
の
言
葉
が
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

中
二
に
な
っ
て
ま
た
骨
折
、
最
近

一
人
で
い
る
時
間
が
多
か
っ
た
の
で
、

｢

ど
う
し
て
私
は
こ
ん
な
足
な
の
か
、

ど
う
し
て
み
ん
な
と
同
じ
じ
ゃ
な
い

の
か
、
ど
う
し
て
み
ん
な
と
一
緒
に

参
加
で
き
な
い
の
か
。｣

と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
ち
ゃ
い
け
な
い
、
頭
の
中

で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
考
え
て
し

ま
う
ん
で
す
。
足
は
変
な
形
で
、
体

力
も
な
い
、
遊
び
に
行
っ
て
も
す
ぐ

疲
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
私
で
す
。
嫌

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
友
達
は
嫌

な
顔
も
せ
ず
、
私
の
そ
ば
に
い
て
く

れ
ま
す
。｢

ど
う
し
て
こ
ん
な
私
と
一

緒
に
い
て
く
れ
る
の
？
。｣

親
友
に
一

度
質
問
し
ま
し
た
。｢

私
変
な
歩
き
方

だ
し
、
体
力
も
つ
い
て
い
け
な
い
け

ど
い
い
の
？｣

と
、
親
友
が
返
し
て
く

れ
た
言
葉
は
、｢

Ａ
ち
ゃ
ん
は
Ａ
ち
ゃ

ん
だ
か
ら
。｣

そ
の
言
葉
は
私
に
と
っ

て
強
い
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

一
人
で
考
え
す
ぎ
て
い
ま
し
た
。
親

友
の
言
葉
や
私
に
明
る
く
接
し
て
く

れ
て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
れ

ば
、
深
く
考
え
て
い
る
必
要
も
な
か
っ

た
ん
で
す
。
修
学
旅
行
で
も
、
友
達

や
先
生
達
は
私
を
助
け
て
く
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
、
み
ん
な
が
目
の
前
に
い
る
の
に

一
緒
に
行
動
で
き
な
い
と
い
う
の
は

す
ご
く
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん

な
が
助
け
て
く
れ
た
こ
と
が
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
修
学
旅
行
に
参

加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
心
か
ら

言
え
る
よ
う
な
貴
重
な
体
験
と
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
私
の
体
験
を
通
し
て
、

私
自
身
の
考
え
方
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
私
の
外
見
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
友
達
は
、
以
前
と

同
じ
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
別
な
目
で
見
ら
れ
ず
、
明
る
く
、

親
し
く
接
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
の

は
、
す
ご
く
嬉
し
い
こ
と
な
ん
だ
と

私
は
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
と
め
て
く
れ

る
友
達
に
私
が
で
き
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
、
障
害

の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
み
か

け
た
ら
、
み
な
さ
ん
が
友
達
を
助
け

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
明
る
く
接
し

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ

る
は
ず
で
す
。
特
別
な
目
で
見
な
い

で
く
だ
さ
い
。

親
友
が
返
し
て
く
れ
た
言
葉
が
、

今
も
私
を
励
ま
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
五
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会

入
賞
作
品
集
よ
り

親友の言葉から

かたりあうページ
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足
弱
き
客
の
着
席
見
届
け
て
送
迎
バ
ス
を
し
ず
か
に
発
車
さ
す

坂
本

平

尾

智

男

掌て
の
ひ
らに

ま
ろ
ば
せ
な
が
ら
白
菜
の
種
を
ポ
ッ
ト
に
四
粒
ず
つ
蒔
く

坂
本

山

口

昭

市

物
忘
れ
ひ
ど
く
な
り
た
る
こ
の
日
頃
留
守
居
の
吾
は
し
か
と
メ
モ
す
る

立
川

堀

梅

子

漸
く
に
息
子
の
婚
約
整
い
て
祝
い
の
席
に
花
嫁
と
並
ぶ

坂
本

菅
内
久
美
子

孫
と
い
る
そ
ん
な
私
が
今
は
在あ

る
食
べ
初
め
の
膳
家
族
で
囲
む

横
瀬

丸

関

朋

子

孫
娘
よ
り
初
め
て
貰
う
た
お
小
遣
い
心
豊
か
な
一
日
と
な
る

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

山
道
は
白
き
茶
の
花
こ
ぼ
れ
い
て
季
は
着
実
に
冬
に
向
か
え
り

中
山

栗

城

絹

孫
の
名
の
載
り
た
る
新
聞
の
命
名
欄
開
け
ま
た
見
つ
朝
よ
り
何
度
も

横
瀬

日

下

克

子

炎
天
に
防
壁
を
組
む
工
夫
ら
は
五
時
に
下
り
来
て
や
お
ら
見
上
ぐ
る

坂
本

木

下

茂

子

手
土
産
に
古
里
の
味
ス
ダ
チ
酢
を
持
た
せ
て
帰
る
娘
見
送
る

横
瀬

西

蔭

達

男

敗
戦
の
哀
し
み
忘
れ
取
り
戻
せ
し
灯
の
明
る
さ
に
燥は

し
ゃぎ

し
あ
の
夜

棚
野

田

中

茂

子

二
日
か
か
り
て
着
き
し
佐
世
保
の
慰
霊
碑
に
向
か
え
ば
聞
こ
ゆ
弟
の
声

中
山

溝
内
喜
美
代

新
聞
の
一
面
飾
る
久
国
座
伝
統
守
る
人
形
浄
瑠
璃

横
瀬

桜
木
千
代
子

庭
の
木
々
刈
り
込
み
終
え
て
整
然
と
秋
の
光
は
間

は
ざ
ま

に
沈
む

横
瀬

廣
安
美
枝
子

囁さ
さ
やい

て
呉
れ
る
か
そ
れ
と
も
血
を
吸
う
か
夜
半
を
ひ
そ
か
に
来
し
秋
の
蚊
よ

棚
野

島

つ
と
む

穏
や
か
に
朝
々
開
く
新
聞
に
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
の
載
ら
ぬ
日
を
待
つ

中
山

山

下

房

雄

根ね

深ぶ
か

汁じ
る

匂
う
朝
な
り
故
里
の
は
ら
か
ら
集
い
し
茶
の
間
を
想
う

生
名

柳

田

末

子

孫
達
の
つ
も
る
話
を
か
い
つ
ま
み
成
長
し
た
る
を
亡
夫
に
告
ぐ
る

横
瀬

平
山
美
千
江

喜
楽
苑
あ
ま
た
提
灯
並
ぶ
下
歌
に
踊
り
の
夏
祭
り
な
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

知
ら
ず
来
て
椿
泊
の
水
軍
旗
長
蛇
の
如
し
御
神
灯
の
夜
景

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

正
座
し
て
お
す
ま
し
顔
の
仲
間
た
ち
シ
ャ
ッ
タ
ー
切
れ
ば
ど
っ
と
賑
わ
う

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

空
あ
る
が
故
に
煌
め
く
揚
げ
花
火
わ
が
立
つ
前
に
コ
ス
モ
ス
の
咲
く

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

健
康
は
自
分
で
守
る
第
一
歩
毎
日
続
け
る
体
力
作
り

中
山

猪
谷
喜
美
代

愛
犬
の
幸
せ
わ
れ
が
奪
い
し
か
深
夜
の
庭
に
遠
吠
え
を
聞
く

棚
野

田

中

久

子

人
住
ま
ぬ
庭
の
夾
竹
桃
咲
き
盛
り
枝
広
が
り
て
古
家
を
カ
バ
ー
す
る

横
瀬

林

と
み
え

耳
も
目
も
老
化
加
速
す
手
や
足
の
痛
み
ふ
え
増
す
秋
を
い
ざ
行
く

棚
野

殿

川

早

苗

〈
選
の
後
に
〉

今
回
も
い
い
歌
が
あ
り
、
た
の
し
く
選
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
、

平
尾
智
男
さ
ん
の
歌
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
転
し
た
と
き
の
歌
で
、
足

の
弱
い
お
客
さ
ん
が
席
に
着
い
た
こ
と
を
見
と
ど
け
て
か
ら
、
静
か

に
バ
ス
を
発
車
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
見
届
け
」「
し
づ
か
に
」

と
い
う
心
く
ば
り
の
動
作
に
愛
情
が
こ
も
り
、
読
む
人
に
感
動
を
与

え
る
。
次
の
山
口
昭
市
さ
ん
の
歌
は
、
小
さ
な
白
菜
の
種
を
手
の
ひ

ら
に
転
ば
せ
な
が
ら
育
苗
用
の
ポ
ッ
ト
に
四
粒
ず
つ
蒔
く
と
い
う
の

で
あ
る
。「
掌
に
ま
ろ
ば
せ
」
「
四
粒
ず
つ
」
と
い
う
簡
単
な
事
実
な

が
ら
も
と
て
も
よ
く
効
い
て
い
る
よ
い
歌
で
あ
る
。
そ
の
次
の
堀
梅

子
さ
ん
の
歌
は
、
留
守
番
を
あ
ず
か
る
作
者
が
老
齢
の
た
め
物
忘
れ

が
ひ
ど
い
の
で
、
何
事
も
す
べ
て
「
し
か
と
」
メ
モ
す
る
と
い
う
の

だ
。
「
し
か
と
」
に
絶
対
忘
れ
な
い
ぞ
と
い
う
強
い
決
意
が
出
て
い

て
い
い
歌
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
も
勝
浦
町
出
身
の
歌
人
に
「
古
里
の
幼
き
日
を
回
顧

す
る
歌
」
で
登
場
し
て
も
ら
お
う
。

ふ
る
里
追
慕

小
松
島
市

武

市

恒

子

桑
の
実
を
唇
む
ら
さ
き
に
そ
め
て
食
べ
し
幼
き
日
々
の
な
つ

か
し
き
想
い
出

少
女
わ
れ
ら
行
灯
貼
っ
て
祭
り
の
宵
は
田
の
道
に
並
べ
足
も

と
照
ら
す

久
国
と
棚
野
は
第
三
小
学
校
さ
く
ら
吹
雪
を
前
垂
れ
に
受
く

運
動
会
は
生
比
奈
校
と
合
同
で
勝
浦
川
原
で
砂
利
ふ
み
走
る

見
能
林
へ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
に
行
け
ば
帰
り
は
い
つ
も

小
松
島
よ
り
歩
く

柿
に
枇
杷
、
蜜
柑
と
ゆ
す
ら
梅
、
李
な
ど
家
に
生
る
も
の
食

べ
て
育
ち
ぬ

武
市
恒
子
さ
ん
は
、
勝
浦
町
久
国
の
出
身
で
、
実
家
は
い
ま
甥
に

あ
た
る
井
内
豊
さ
ん
が
継
い
で
お
ら
れ
る
。
武
市
さ
ん
は
小
松
島
市

田
浦
町
に
住
み
、
山
村
流
の
日
本
舞
踊
の
師
範
と
し
て
活
躍
。
短
歌

は
、
平
成
元
年
に
第
十
六
回
南
海
歌
人
賞
を
受
賞
さ
れ
、
同
平
成
八

年
に
は
、
武
市
恒
子
歌
集
「
笹
舟
」
を
出
版
し
た
。
現
在
は
「
南
海

歌
人
」
の
幹
部
同
人
と
し
て
活
躍
し
、
歌
と
踊
り
の
「
静
と
動
」
の

豊
か
で
美
し
い
人
生
を
歩
ん
で
お
ら
れ
る
。

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

平
成
十
八
年
一
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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み ん な の 健 康

の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

８ 木

健 康 相 談 13:30～14:20

中 山 集 会 所 住 民 健 康 手 帳講話「糖尿病について」
勝浦病院長 平賀隆先生

14:30～15:30

９ 金
２歳児健康診査
(希望者にはフッ素塗布
を行います)

13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年７月１日から
12月31日までに生まれ
た子

母子健康手帳

16 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年４月１日から
９月30日までに生まれ
た子

母子健康手帳

17 土 男 の 料 理 教 室 14:00～
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員

19 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

22 木 母 親 教 室 13:00～15:00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊 婦

23 金 ふ れ あ い 教 室 12:00～
住 民 福 祉
セ ン タ ー

乳幼児とその家族

26 月
ふ れ あ い 教 室
健 康 相 談

９:30～ 坂 本 集 会 所 乳幼児とその家族 健 康 手 帳

12月 勝浦郡夜間救急当番表
12月２日 上勝診療所 ４－５０１０

12月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月８日 上勝診療所 ４－５０１０

12月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月16日 上勝診療所 ４－５０１０

12月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月22日 上勝診療所 ４－５０１０

12月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

勝浦町では、在宅で寝たきりの人等及び介護する家族の
人を対象に、疾病の予防、早期発見を目的とした健診を、

次のとおり行います。受診を希望される人は、12月９日
までに、役場福祉課へお申し込みください。

健診実施期間 12月16日 ～１月20日
☆勝浦病院と調整の上ご連絡します。

対 象 者 在宅で寝たきりの人及び介護する家族の人
（ただし、町が実施する総合健診や、国保の人間

ドックを平成17年４月以降に受診していない人）

実施方法 勝浦病院の医師及び看護師が、家庭を訪問して
基本健康診査を実施します。

健診内容 血圧測定、尿検査、血液検査、心電図など

健 診 料 無 料

問い合わせ 勝浦町福祉課 (2)1502

平成17年９月27日、10月５日に町内を巡回して実施しました結核検診の受診者数は67人でした。

異常のなかった方には個人通知を送りませんのでご了承ください。なお、精密検査が必要な方には、結

果通知をお送りしましたので、必ず医療機関等へ受診してください。

町では、毎年総合健診や地区を巡回して結核検診を実施していますが、未受診者が多いのが現状です。今年度か

ら結核予防法が一部改正され、65歳以上の高齢者に対する結核検診は毎年受診することになりました。これは、高

齢者の結核に罹る割合が、他の年代よりも多いため、健診等において、より多くの結核患者の早期発見・早期治療

につなげるためです。対象者は、年に一度は必ず健診を受け、今後とも健康管理に努めましょう。

巡回結核検診の結果について

寝たきり者等の
訪問健康診査及び
介護家族健康診査について
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保 健 だ よ り

定期予防接種の実施について
ＤＰＴ（ジフテリア・百日咳・破傷風三種混合）、ＤＴ（ジフテリア・破傷風二種混合）麻しん、風し

んの予防接種の実施について、下記のとおり実施しています。予防接種説明書、予防接種ガイドブック
等を確認の上、定期接種の期間内に受けましょう。

★接種を受ける場合は予約が必要です。勝浦病院（ 2－2555・月～金曜日・午後３時～５時）へあらか
じめお申し込みください。接種料金は無料です。

★任意接種（定期接種の年齢以外の人や委託期間外に接種した人）となった場合は、接種料金を直接、
医療機関の窓口へお支払いください。

問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 ２－1502

平成18年４月１日以降、定期の予防接種としては、ＭＲワクチンのみとなり、現在使用されている麻しんワ

クチン・風しんワクチンに関しては定期の予防接種として使用されなくなりますが、かかりつけ医と相談の上、

保護者の希望により、接種を受けることが可能です。対象年齢は12月～24月未満の児となり、２歳を超えてい

る場合、任意接種となりますので、ご注意ください。

現在、12月～24月の児で麻しんと風しんの予防接種を受けていない場合は、今年度中に

麻しん・風しんの予防接種を終わらせるようにしましょう！

種 類 麻 し ん 風 し ん ３種混合
（ジフテリア･百日咳･破傷風）

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

病 状

麻しんウイルスの飛まつ
感染によっておこる病気
で、発熱、発しんを主症
状とし合併症として気管
支炎や中耳炎、脳炎など
をおこすことがあります。

風しんウイルスの飛まつ感染によっ
ておこる病気でかぜ症状で始まり、
発しん、発熱後、頸部リンパ節腫
脹などが主症状で約３日くらいで
治ります。大人になってからかか
ると、重症化することがあります。

百日咳、ジフテリアは飛
まつ感染でおこり、破傷
風は傷口から菌が体内へ
入りおこる病気で、重症
化することがあります。

ジフテリアは飛まつ
感染でおこり、破傷
風は傷口から菌が体
内へ入りおこる病気
で重症化することが
あります。

対象年齢
（定期接種）

生後12～90月未満 生後12～90月未満 １期初回
生後３～90月未満

１期追加
生後３～90月未満

11・12歳
（11歳で受けるのが
望ましい）
ジフテリア・百日咳・
破傷風三種混合の２
期として１回接種

望ましい
年 齢

生後12～15月 生後12～24月
1期初回 生後３～12月
1期追加 生後12～18月

11歳

実施期間 12月末まで 平成18年１月末まで 平成18年１月末まで 12月～平成18年１月末まで

料 金
（任意接種の場合）

6,000円 6,000円 5,500円 4,500円

※１期初回接種３回終了後
12～18ヵ月の間に接種

※生後12～24月のうち、
できるだけ早期に行っ

て下さい。

※必ず、麻しん接種後に行って
下さい。

麻しん（はしか）と風しんの２回予防接種が導入されます。

平成18年４月１日から麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、麻しん（はしか）と風しん

混合ワクチンの予防接種の２回接種が導入されます。

麻しんや風しんは幼児期早期にかかってしまうことが多いため、麻しんと風しんの予防接種は母親からの免

疫がなくなる生後12月以降なるべく早期に接種することが感染症の予防のために重要です。

現在は、生後12月から90月の間に、麻しんワクチンと風しんワクチンを１回ずつ接種するという方法で実施さ

れていますが、平成18年４月１日からは乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ混合ワクチン）を使用し、

免疫の獲得をより効果的にするために、２回接種として行われます。

第１期 生後12月から生後24月未満の児

第２期 ５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学の１年前（５・６歳児）

改正前（現行） 改正後（平成18年４月１日から）

対 象 者 生後12月から90月までの児
第１期：生後12月から24月までの児
第２期：５歳以上７歳未満の児で小学校就学前

接種方法
麻しんワクチン １回
風しんワクチン １回

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）
を第１期・第２期で１回ずつ
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図書館だより

ご寄贈くださいました。

美馬美登さん（三渓）から「皇室の至宝・御

物全13巻」をご寄贈していただきました。

新着図書の一部紹介

探偵は黒服 藤 田 宜 永

ニート 糸 山 秋 子

夜 市 恒川光太郎

蝶舞う館 船 戸 与 一

亡命者 ザ・ジョーカー 大 沢 在 昌

海賊モア船長の憂鬱 多島斗志之

瞽女の啼く家 岩井志麻子

フェティッシュ 西 沢 保 彦

100回泣くこと 中 村 航

王城の忍者 南 原 幹 雄

かんじき飛脚 山 本 一 力

新リア王 上・下 高 村 薫

ＨＯＫＫＡＩ 高樹のぶ子

闇夜の国から二人で舟を出す 小池真理子

凸凹デイズ 山 本 幸 久

名をこそ惜しめ 津 本 陽

虹色にﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ 熊 谷 達 也

暗 礁 黒 川 博 行

紅無威おとめ組 米 村 圭 伍

角 ヒキタクニオ

乾山晩愁 葉 室 麟

イラスト集（介護･学校･保育･ビジネス･壁面イラスト）
ＭＰＣ

花より男子（文庫）１～15
竹内志麻子・神尾葉子

山手町探偵クラブ 那 須 正 幹

子供の学力を伸ばす

勉強は多々あるけれど、

「読書」に勝るものは

ない!!

「本を読む子」は
必ず伸びる!

樋口裕一 『果樹園芸』を図書

館に置いてありますの

で是非御利用下さい。

愛媛県果樹研究
同誌会会報誌

あなたが今借りられている

図書館の本・ビデオ・ＣＤで返却期間

が過ぎているものはございませんか？

お確かめのうえ、年内に返却を

よろしくお願いいたします。

図書館からのお願い

マガジン・リサイクル
12月1日 ～12月4日
場所 勝浦町図書館

保存期間がきれた図書館の雑誌をおわけ

いたします。ぜひ、見にきてください。

★おはなし会
25日 午後２時から

図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日
７日・14日・21日

○印（右記カレンダー）

★休館日
５日・12日・19日

26日28日～1/3日
○印（右記カレンダー）

12月の行事 ★ 12 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください。
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日 時 場 所 備 考

12月２日

12月９日

12月16日

12月22日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年10月16日～平成17年11月15日（敬称略）

人 口（平成17年10月31日現在）

世帯数 2,144戸

男性 3,158人

女性 3,390人

計 6,548人

出生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死亡 男 ４人 女 ３人 計 ７人

転入 男 ０人 女 ２人 計 ２人

転出 男 ４人 女 ６人 計 10人

登 木 政 義 さん（今山） 内 谷 榮 さん（与川内）

鴻 本 キ ヨ さん（坂本） 美 馬 美 登 さん（横瀬）

寺 尾 雅 好 さん（星谷） 中 倫 顕 さん（立川）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（10月16日～11月15日）

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.tokushima.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字坂本字稲原 鴻 本 滿 雄（77歳）

大字星谷字大明神 寺 尾 鶴 一（88歳）

大字生名字大前 久米ヨシヱ（82歳）

大字三溪字定岡 豊 朝 正 行（85歳）

大字坂本字繁野 谷タツノ（89歳）

大字生名字北 星 合 堅（68歳）

大字棚野字口立川 中 磯治郎（87歳）

大字生名字野口 前 川 静 惠（95歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 １ 午後 7:30～9:30

踊 り ７ ・14 ・21 午後 2:00～4:00

歌 謡 ８ ・22 午後 7:30～9:30

生け花 ５ ・26 午後 7:30～9:30

大正琴 １ ・９ ・15
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

習 字 ２ ・９ ・16 午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

12月交流講座ご案内

ご利用ください！

日 時 12月８日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 12月10日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 12月12日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日

(土・日・祝日・12月29日～１月３日は休み)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088(655)5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

休日年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所

時間延長年金相談

ご結婚おめでとう

（
大字中角字玉の木

鳴門市

尾 孝 純
大 平 恵

（ 大字棚野字仮家

阿南市

東 山 佳 史

片 山 陽 子

（ 大字三溪字樫渕

名西郡石井町

前 田 寛
阿 部 恵 子

お誕生おめでとう

大字中角字豊田 ）安 東 英 樹
優 美

長男 直
なお

人
と

二男 亮
りょう

太
た増 井 慎 治

明 子）大字中角字長田

長女 美
み

陽
はる清 水 豊太郎

姜 麗 娟）大字三溪字平

長男 祥一郎
しょういちろう羽 瀬 泰 文

秀 美）大字棚野字織田
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